
① ② ③
総事業費
単位：千円 目標年月 事業効果 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

H32.3 指標① ガイド・おもてなし事業参加者
H29
          574 人

H32.3 指標②
真田商品販売実績
（H27年度比200%増）

H29
　2,963,500 円

H27（現況） 円 13,079,000 円

H28 14,386,000 円 16,013,893 円

H29 15,824,000 円 14,239,989 円

H30（目標年） 17,406,000 円 - 円

H27（現況） 回 0 回

H28 0 回 0 回

H29 5 回 1 回

H30（目標年） 15 回 - 回

H27（現況） 回 9 回

H28 9 回 5 回

H29 12 回 6 回

H30（目標年） 18 回 - 回

【選択肢凡例】

⑤事業効果

１．地方創生に非常に効果的であった

２．地方創生に相当程度効果があった

３．地方創生に効果があった

４．地方創生に対して効果がなかった

⑥外部有識者からの評価

１．総合戦略のKPI達成に有効であった

２．総合戦略のKPI達成に有効とは言えない

⑦実績値を踏まえた事業の今後について

１．事業の継続

２．事業の発展

３．事業の改善

４．事業の中止

５．事業の終了

他地域でのイベント参加
回数・イベント開催数

　出前講座、
イベント参加
等の少なさは
残念。新規工
人3名の育成
は評価する。
新規工人によ
り伝統産業に
新しい風が
入っている。
今後の活躍を
期待する。

１．事業の継
続

工人として修行を積みながら
PR活動等も行い、工人として
の自立、伝統文化の継承を
進め、遠刈田こけし産業の活
性化を図る。

（当初予定とおり事業を終了する（または、した））

（全てのKPIで目標値を達成できたなど、大いに成果が得られたとみなせる場合）

（一部KPIが目標値に達しなかったが、概ね成果がみられた場合）

（KPI達成状況は芳しくなかったが事業開始前よりも取組が前進・改善した場合）

（KPIが開始前よりも悪化、または取組としても前進・改善したといい難い場合）

（事業の効果が不十分であったことから見直し・改善を行う（または、行った））

（事業が効果的であったことからと取組の追加等更に発展させる）

（計画通りに事業を継続する）

（継続的な事業実施を予定していたが中止する（または、した））

１．総合戦
略のKPI達
成に有効
であった

３．地方創生
に効果があっ
た

1,000人
※参考　H28 　2,422人

※H27販売実績なし（未計算）

参考 H28 2,028,000円

2

未来へつなぐ伝統
産業活性化事業

（事業期間 H28～H30）

推進 9,537
３．地方創生
に効果があっ
た

H31.3 指標①
蔵王町伝統産業会館販
売額実績

H31.3 指標②
学校等への伝統工芸出
前講座開催回数

H31.3 指標③

指標 指標値
本事業における重要業績評価指標（KPI）

1

みちのく真田ゆかり
の地事業

（事業期間 H27繰越事
業、H28 実施)
（事業後検証期間
 H29～H31）

加速化 27,414

地方創生加速化交付金・地方創生推進交付金に係る事業実施結果報告

　ある程度効
果はあったと
いえる。真田
の郷歴史公
園について
は、公園とし
ての魅力を上
げるさらなる
取組が必要。

１．事業の継
続

単発的な盛り上がりではな
く、長期にわたり歴史探訪の
地として親しまれるよう、今後
も連携して事業に取り組み、
地域活性化を図る。

１．総合戦
略のKPI達
成に有効
であった

No
⑤ ⑥ ⑦

交付対象事業の名
称

交付金の
種類

実績 外部有識者からの評価

④

実績値
実績値を踏まえた事業の今後について


